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【提出用】

燃料製造・処理やエネルギー変換技術における多孔体構造の役割

機械学習を用いた多孔体構造と構造・性能変化の予測
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コンポジット多孔体の 次元微細構造
製造手法と評価方法

バッテリー
ナノ粒子を用いた固体

酸化物形セル
褐炭

熱物性と電気化学性能
評価・予測手法の確立

を用いた２次元断面
画像からの３次元微細構造

パラメータの予測

や を用いた多孔
微細構造の生成

超解像度，相判別，２次元画像から
の３次元構造の構築

や を用いた構造変化
や性能劣化の予測

効率的なエネルギー利用と燃料製造・処理は，技術
的，環境的，社会的観点からも重要な課題である．
多くのエネルギー変換技術では，多孔質構造が多く
用いられており，時として機器の性能の決定因子に
もなりうる．当研究室では，合成燃料の製造と利用
に加えて，電解および燃料電池システムでの電気化
学反応に着目し，エネルギーデバイスに用いられる
電極などの微細構造とその性能および劣化メカニズ
ムの複雑な結びつきを明らかにするための研究を
行っている．
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固体酸化物形セルの電気化学性能
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